






















































































































































































「呼び求め（invocation）」を分析することによって詳述している（S III, ₄₇-₄₈ et 
―   ――   ― 113112
自己聴声における三人称の機能





































































































































































































































































































































































ラカンのテクストの引用は以下の著作から行い、セミネールを S、エクリを E の略号
で示す。Écrits, Éditions du Seuil, ₁₉₆₆. Séminaires, Éditions du Seuil, t. III, Les Psychoses, 
₁₉₈₁; t. V, Les Formations de l＇inconscient, ₁₉₉₈; t. VIII, Le Transfert, ₂₀₀₁; t. X, L＇Angoisse, 
―   ―124
₂₀₀₄．セミネール第六巻に関しては Le Désir et son interprétation, Editions de la 
Martinière, ₂₀₁₃. 各テクストの訳出は既訳の恩恵に与っている。
註
（ ₁ ） 本稿は二〇一六年九月に学習院大学で行われた日仏哲学会における口頭発表を
基にしており、JSPS 科研費 JP₁₆K₄₅₆₇₈ の助成を受けたものである。
（ ₂ ） S. Freud, Neue Folge der Vorlesungen zur Einführung in die Psychoanalyse, 
Gesammelte Werke XV, S. ₆₄, Imago, ₁₉₆₁.
（ ₃ ） バンヴェニストの表現。発話行為は〈私〉と「おまえ」の対話によって構造化
されているということを意味する。E. Benveniste, Problèmes de linguistique générale, 
t. ₂, collection Tel, Gallimard, ₂₀₁₄, p.₈₅.
（ ₄ ） 人称についてのバンヴェニストの議論のラカンによる受容については、cf. C. 
Normand, «Le sujet dans la langue», Langages, ₁₉e année, n° ₇₇, ₁₉₈₅.
（ ₅ ） ラカンにおいて前エディプス期の早発的な超自我の形成は、自らを指すシニ
フィアンを他者の発話に見出し、その発話を体内化する過程として記述される。Cf. 
Ph. Lacadée, Le malentendu de l＇enfant, Éditions Michère, ₂₀₁₀, pp.₁₁₉-₁₂₃.
（ ₆ ） G. Pommier, Qu＇est-ce que le réel ? Érès, ₂₀₁₄, pp.₁₀-₁₁.
（ ₇ ） G. Pommier, Le nom propre, Puf, ₂₀₁₃, p.₂₅₃.
（ ₈ ） アカデミーフランセーズ辞典第五版の定義。Cité par V. Descombes, Le parler 
de soi, Gallimard, ₂₀₁₄, p.₇₃.
（ ₉ ） 「もし主体の欲望が〈他者〉の欲望に基礎づけられているのなら、この欲望は、
それ自体、声の水準で現れる。声は単に原因となる対象というだけではなく、〈他
者〉の欲望が現れるための手段である」。Le Séminaire, Livre XIII, L＇Objet de la 
psychanalyse, Leçon du ₁ er juin, ₁₉₆₆, inédit. 対象 a としての声については、 J. -Cl. 
Maleval, «Comment entendre la voix», Les fondementaux de la psychanalyse lacanienne, 
pp.₁₈₅-₁₉₇, ₂₀₁₂, Press universitaire de Rennes が参照されうる。
（₁₀） 声の時間性に関するラカンの問題構制については、cf, E. Porge, Voix de l＇écho, 
Érès, ₂₀₁₂, pp.₃₄-₃₇, ₄₅-₅₅ et ₈₁-₉₀.
（₁₁） Cf. S. Byrne, M. Birchwood, P. E. Trower, A. Meaden, A casebook of cognitive 
behaviour therapy for command hallucinations, p.₁₄-₁₅, Routledge, ₂₀₀₅.
（₁₂） Ibid., p.₇.




（₁₄） J. Coursil, «La topique du dialogue. Ou comment assigner au sujet, son lieu», 




（₁₆） Ph. Lacadée, Vie éprise de parole, Éditions Michèle, ₂₀₁₂, p.₁₉₁.
（₁₇） Ibid., p.₁₉₃.
（₁₈） 「おまえはおまえと言われる場所にしかない」（S III, ₃₁₁）とラカンは言う。私
が「おまえ」と呼ぶ他者が、私がそうだと思う人間であるかどうかは私の知の射程
外にある。
